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　同おなじことを、東京とうきやうでは世界一せかいいち、地方ちはうでは日本一につぽんいちと誇ほこる。相州さうしう小田原をだはらの町まちに電車鐵道でんしやてつだう待合まちあひの、茶店ちやみせの亭主ていしゆが言ことばに因よれば、土地とちの鹽辛しほから、蒲鉾かまぼこ、外郎うゐらう、及および萬年町まんねんちやうの竹屋たけやの藤ふぢ、金格子きんがうしの東海棲とうかいろう、料理店れうりてんの天利てんり、城しろの石垣いしがき、及および外廓そとぐるわの梅林ばいりんは、凡およそ日本一につぽんいち也なり。

　莞爾くわんじとして聞ききながら、よし〳〵其それもよし、蒲鉾かまぼこは旅店はたごやの口取くちとりでお知己ちかづき、烏賊いかの鹽辛しほからは節季せつきをかけて漬物屋つけものやのびらで知しる通とほり、外郎うゐらうは小本こほん、物語ものがたりで懇意こんいなるべし。竹屋たけやの藤ふぢは時節じせつにあらず、金格子きんがうしの東海樓とうかいろうは通とほつた道みちの青樓おちややさの、處ところで今日けふの腹工合はらぐあひと、懷中くわいちうの都合つがふに因よつて、天利てんりといふので午餉ひるにしよう、其まづ其その城しろを見みて梅うめとやれ、莟つぼみは未まだ固かたくツてもお天氣てんきは此この通とほり、又また此この小田原をだはらと來きた日ひには、暖あつたかいこと日本一につぽんいちだ、喃なあ、御亭主ごていしゆ。然さやうでござります。喜多八きたはち、さあ、其その氣きで歩あゆばつしと、今いまこそ着流きながしで駒下駄こまげたなれ、以前いぜんは、つかさやをかけたお太刀たち一本いつぽん一寸ちよつと極きめ、振分ふりわけの荷物にもつ、割合羽わりがつぱ、函嶺はこねの夜路よみちをした、内神田うちかんだの叔父的をぢき、名なを彌次郎兵衞やじろべゑといふ小田原通をだはらつう、アイお茶代ちやだいを置おいたよ、とヅイと出でるのに、旅たびは早立はやだちとあつて午前六時ごぜんろくじに搖起ゆりおこされた眠ねむい目めでついて行ゆく。

　驛路えきろの馬うまの鈴すゞの音おと、しやんと來くる道筋みちすぢながら、時世ときよといひ、大晦日おほみそか、道中だうちう寂ひつそりとして、兩側りやうがはに廂ひさしを並ならぶる商賈しやうこの家いへ、薪まきを揃そろへて根占ねじめにしたる、門松かどまつを早はや建たて連つらねて、歳としの神かみを送おくるといふ、お祭まつりの太鼓たいこどん〳〵〳〵。ちゆうひやら〳〵と角兵衞獅子かくべゑじし、暢氣のんきに懷手ふところでで町内ちやうないを囃はやして通とほる。

　此この町まち出外ではづれに、森もり見みえてお城しろの大手おほて。

　しばし彳たゝずむ。

　此處こゝへ筒袖つゝそでの片手かたてゆつたりと懷ふところに、左手ゆんでに山牛蒡やまごばうを提ひつさげて、頬被ほゝかぶりしたる六十ばかりの親仁おやぢ、ぶらりと來懸きかゝるに路みちを問とふことよろしくあり。お節せつにや拵こしらふるに、このあたり門かどを流ながるゝ小川をがはに浸ひたして、老若男女らうにやくなんによ打交うちまじり、手てに手てに之これを洗あらふを見みた。後のちに小田原をだはらの町まちを放はなれ、函嶺はこねの湯本ゆもと近ぢかに一軒いつけん、茶店ちやみせの娘むすめ、窶やつれ姿すがたのいと美うつくしきが、路傍みちばたの筧かけひ、前まへなる山やま凡およそ三四百間さんしひやくけん遠とほき處ところに千歳ちとせ久ひさしき靈水かたちみづを引ひいたりといふ、清きよらかなる樋ひの口くちに冷つめたき其その土つちを洗あらふを見みて、山やまの芋いもは鰻うなぎになる、此この牛蒡ごばう恁かくて石清水いはしみづに身みを灌そゝがば、あはれ白魚しらうをに化くわしやせんと、そゞろ胸むねに手てを置おきしが。

　扨さて路みちを教をしへて後のち、件くだんの親仁おやぢつく〴〵と二人ふたりを見送みおくる。いづれ美人びじんには縁えんなき衆生しゆじやう、其それも嬉うれしく、外廓そとぐるわを右みぎに、やがて小ちひさき鳥居とりゐを潛くゞれば、二にの丸まるの石垣いしがき、急きふに高たかく、目めの下した忽たちまち濠ほり深ふかく、水みづはやゝ涸かれたりと雖いへども、枯蘆かれあし萱かやの類たぐひ、細路ほそみちをかけて、霜しもを鎧よろひ、ざツくと立たつ。思おもはず行ゆき惱なやみ立たつて仰あふげば、虚空こくうに雲くものかゝれるばかり、參差しんしたる樹この間ま々々〳〵、風かぜさへ渡わたる松まつの梢こずゑに、組連くみつらねたるお城しろの壁かべの苔こけ蒸むす石いしの一個々々ひとつ〳〵。勇將ゆうしやう猛士まうし幾千いくせんの髭ひげある面おもてを列つらねし如ごとき、さても石垣いしがきの俤おもかげかな。

　それより無言むごんにて半町はんちやうばかり、たら〳〵と坂さかを上のぼる。こゝに晝ひるも暗くらき樹立こだちの中なかに、ソと人ひとの氣勢けはひするを垣間かいま見みれば、石いしの鳥居とりゐに階子はしごかけて、輪飾わかざり掛かくる少わかき一人ひとり、落葉おちば掻かく翁おきな二人ふたりあり。宮みやは、報徳神社はうとくじんじやといふ、彼かの二宮尊徳にのみやそんとく翁をうを祭まつれるもの、石段いしだんの南北なんぼくに畏かしこくも、宮樣みやさま御手植おんてうゑの對つゐの榊さかき、四邊あたりに塵ちりも留とゞめず、高たかきあたり靜しづかに鳥とりの聲こゑ鳴なきかはす。此この社やしろに詣まうでて云々しか〴〵。これより一説いつせつある處ところ、何なんの大晦日おほみそかを逃にげた癖くせに、尊徳樣そんとくさまもないものだと、編輯へんしふの同人どうにん手てを拍うつて大おほいに嘲あざけるに、たじ〳〵となり、敢あへて我わが胸中きようちうに蓄たくはへたる富國經濟ふこくけいざいの道みちを説とかず、纔わづかに城しろの俤おもかげを記しるすのみ。

明治三十五年二月

底本：「鏡花全集　巻二十七」岩波書店

　　　1942（昭和17）年10月20日第1刷発行

　　　1988（昭和63）年11月2日第3刷発行

初出：「新小説　第七年第二巻」春陽堂

　　　1902（明治35）年2月1日

※表題は底本では、「城しろの石垣いしがき」となっています。

※題名の下にあった年代の注を、最後に移しました。

入力：門田裕志

校正：岡村和彦

2017年8月25日作成

青空文庫作成ファイル：

このファイルは、インターネットの図書館、青空文庫（http://www.aozora.gr.jp/）で作られました。入力、校正、制作にあたったのは、ボランティアの皆さんです。
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